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１.スポーツ庁「スタジアム・アリーナ運営・管理計画検討ガイドライン」
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・スポーツ庁・経済産業省が平成30年7月に公表した「スタジアム・アリーナ運営・
管理検討ガイドライン」では、様々な工夫による収入増・支出減による収益性の向上
を図っていくことが示されている。

収益向上方策

出所：スポーツ庁・経済産業省「スタジアム・アリーナ運営・管理計画検討ガイドライン」平成30年7月
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・IT・データ活⽤における収⼊確保⽅策例は以下のとおり。

１． 顧客経験価値の向上 ⅰ．Wi-Fi 整備等によるIT・データ活用

出所：スポーツ庁・経済産業省「スタジアム・アリーナ運営・管理計画検討ガイドライン」平成30年7月
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・収益源の多様化による収⼊確保⽅策例は以下のとおり。

１． 顧客経験価値の向上 ⅱ．収益源の多様化（多様なニーズ取込）

出所：スポーツ庁・経済産業省「スタジアム・アリーナ運営・管理計画検討ガイドライン」平成30年7月
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・インフラ等の更新による収⼊確保⽅策例は以下のとおり。

１． 顧客経験価値の向上 ⅲ．市場ニーズに応じたインフラ等の更新

出所：スポーツ庁・経済産業省「スタジアム・アリーナ運営・管理計画検討ガイドライン」平成30年7月
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・稼働率向上による収⼊確保⽅策例は以下のとおり。

２． 多様な利⽤シーンの実現による稼働率の向上

出所：スポーツ庁・経済産業省「スタジアム・アリーナ運営・管理計画検討ガイドライン」平成30年7月
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・ハード、ソフト⾯における⽀出削減⽅策例は以下のとおり。

３．支出削減方策

出所：スポーツ庁・経済産業省「スタジアム・アリーナ運営・管理計画検討ガイドライン」平成30年7月



２.運営収支の改善に向けた方策（収入確保策）
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・運営収⽀の改善に向け、本施設の施設利⽤料⾦収⼊以外で、⺠間事業者の創意⼯夫
により収入増を目指してもらう取り組みとして、以下の提案を受けることを想定して
いる。

施設所有者・管理者
（県・⺠間）の収⼊増

興⾏主体（利⽤者）
の収入増

・飲食施設（カフェ、レストラン等）、
コンビニエンスストア等のテナントの賃
貸料

施設の
附帯機能 ・グッズ等の販売料

広告
事業 ・興⾏主体からの看板・広告等設置料 ・広告主からの広告料

スポンサー
獲得

・スカイボックス、ビジネスラウンジ等
の企業への利⽤権販売料、賃貸料

・ネーミングライツ収入
・興⾏スポンサーからのスポンサー料

その他 ・スタジアム観戦アプリ等を通じてポイント付与することによる収益化（広告料等）
・スタジアム専用動画コンテンツの配信料
・スタジアムでしか「食べられない」、「⾒られない」、「買えない」ものなど魅⼒の醸成 等

・ スポーツ、ドローン競技会などの施
設使⽤料

・ビジネスラウンジ、会議室利⽤料

ピッチ※
メインスタンド ・イベントのチケット販売料

e

※）ピッチは芝⽣を使⽤しない利⽤を例⽰



２.運営収支の改善に向けた方策（支出削減策）
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・運営収支の改善に向け、支出削減として以下の取組みを実施していく。

・人材の多機能化による人件費の圧縮、委託費の削減
・県⺠、サポーター等のボランティア募集による運営協⼒体制の構築

人件費の
削減

光熱水費
の合理化

・⾼効率機器、設備の導⼊による光熱⽔費の削減
・センサー等の設置による効率的運⽤の実施

備品調達
コストの
圧縮

・球技場利⽤に伴う備品、什器等について、他の施設との共⽤化、リースの活⽤
などによる、備品調達コストの圧縮

その他
・開館時間の柔軟な運用
・機械警備等の導入
・業務の合理化に資するICT活用



３．民間事業者からの意見概要（１／２）
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⺠間収益事業に関するアイディア 検討課題

・公園内の設置管理許可施設として、スタジア
ムに「隣接」させる形での⺠間収益施設の整備

・隣接可能な⽤地、敷地があるか
・商業等の収益性として、当該敷地の市場調査が
必要

・道の駅、温浴施設のような、⽴ち寄り型の施
設の導入

・イベント、試合がない日に人を呼ぶことができ
る集客機能として想定
・施設内に導入可能性があるか

・子供向け遊具を揃えた施設 ・平⽇の利⽤が⾒込みにくい施設であり、そこを
有効活用できる仕掛けとして必要

・現在実施している⺠間事業者サウンディングから、収益事業に関するアイディア、
意⾒として以下のような声が寄せられている。

・期間限定の飲食施設
・施設需要が偏る可能性が高いため、施設内ス
ペースの一時借り上げ、もしくは外構部分への仮
設施設の設置許可を得る

・多様な飲食施設
・有料興⾏開催⽇（観戦できる）と⼀般⽇
（ピッチを⾒られる）の双⽅で利⽤できるレス
トランの設置

併
設
施
設
関
係



３．民間事業者からの意見概要（２／２）
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⺠間収益事業に関するアイディア 検討課題

・事務所、保育園、学習塾
・スポーツクリニック ・賃料⽔準の低廉化により実現性が高められる

・メインスタンドのビジネスラウンジ等の⺠
間利⽤

・運営期間中の改変に関する⾃由度があれば、
ニーズ変化に合わせた様々な対応が可能となる

・現在実施している⺠間事業者サウンディングから、収益事業に関するアイディア、
意⾒として以下のような声が寄せられている。

・太陽光発電等の再エネ売電事業
・広⼤な観覧席屋根⾯の利⽤で、施設内消費が
少ない場合に売電する。屋根面への設置可能性
が課題

・広告の看板掲示・動画放映
・広告による収⼊の受領者を事業者とし、公共
施設における広告掲載の条例等があれば本事業
に適するように改正する

施
設
活
用
関
係

そ
の
他


